
現状、病院受診で午前中の利用が多く、特に 9 時

～11時頃の時間帯は利用が集中し、運転員の確保

に苦慮しています。 ご利用の方にも時間調整を

お願いしながら何とか対応しておりますが、混雑時

には利用をお断りしたり、受診日を変更していただ

くことも少なからずありました。 

利用者からも「同じとこから帰るのに、一緒に乗

れへんのかいな？」という声も聞いていたのです

が、それがようやく可能となりました。 

▶あくまで同意のもとでの相乗りです 

相乗りをお願いするときは事前に確認をさせて

いただきます。 あくまで「利用者同士の同意が得

られた場合」が前提です。 

▶相乗りでも料金は変わりません 

 料金体制は従来通りそれぞれの出発地から目的

地までの距離での料金となりますので、相乗りによ

り回り道した分の料金は発生しません。 

（※右図参照） 

▶住民の足として継続的な運営が必要 

外出支援制度は地域の方々の交通手段の一つと

して必要不可欠になってきています。 近年利用者

の登録も増えており京丹波町だけでなく、全国的

にどの事業所も運転員の確保や、時間調整に苦慮

しているのが現状です。  

それでも地域住民の足として、今後も継続的な

運営が求められる中、地域の皆さん・事業者・行政

が協議しながら持続可能な方法を検討していかな

ければなりません。 クローバー・サービスも利用さ

れる方にとってより良い制度になるよう、行政にも

働きかけをしていきますので、ご理解、ご協力のほ

どお願いいたします。 

 

相乗り

目的地出発地

A さん 

B さん 

①  ② 

③ 

※Aさんは③の料金のみ（①は含まず） 

※B さんは②の料金のみ 
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外出支援 相乗り可能に！ 
 これまでの制度では同じ時間帯に、同じ目的地に

行くのに他の方と相乗りができず、たとえ家がお隣

同士であったとしても、お一人ずつ車を出し、迎え

に行かなければなりませんでした。  

 近年、遠方への利用も増えており、一回の移動距

離も長いという地域事情を踏まえ、11 月 1 日から相

乗りによる送迎が認められることになりました。  

今後は利用者同士の同意が得られれば、相乗り

が可能になります。 

 11 月から 
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『ゼ
ロ
の
焦
点
』(

一
九
六
一)

 

 

二
十
一
時
十
五
分
発
急
行

｢

北
陸｣

で
、
夫(

南
原
宏
二)

憲

一
を
妻(

久
我
美
子)

の
禎
子

が
捜
し
に
行
く
上
野
駅
か
ら

映
画
は
始
ま
る
。
夜
が
明
け
、

冬
の
日
本
海
沿
い
を
走
る
列

車
に
タ
イ
ト
ル
が
か
ぶ
さ
る
。

川
又
昂
の
白
黒
撮
影
が
す
ば

ら
し
い
。 

 

脚
本
は
橋
本
忍
と
山
田
洋

次
。
こ
れ
だ
け
込
み
入
っ
た
清

張
の
原
作(

一
九
五
八)

を
九
十

五
分
に
ま
と
め
る
手
腕
は
、
ま

さ
に
プ
ロ
の
仕
事
で
あ
る
。 

 

広
告
会
社
金
沢
支
店
に
赴

任
中
の
夫
は
、
か
つ
て
立
川
米

軍
基
地
周
辺
を
担
当
す
る
風

紀
係
の
巡
査
だ
っ
た
。 

売
春
婦
た
ち(｢

パ
ン
パ
ン｣

は
も
は
や
死
語)

を
取
り
締
ま

る
中
で
、
能
登
出
身
の
久
子(

有

馬
稲
子)

と
知
り
あ
う
。
彼
女
の

故
郷
高
浜(

現
志
賀
原
発
の
近

く)

で
、
憲
一
は
別
名
で
夫
婦
と

し
て
、
二
重
生
活
を
送
っ
て
い

た
。 も

う
一
人
、
佐
知
子(

高
千
穂

ひ
づ
る)

も
、
同
じ
立
川
の
過
去

を
も
っ
て
い
た
。
彼
女
は
耐
火

レ
ン
ガ
会
社
を
経
営
す
る
社
長

(
加
藤
嘉)

夫
人
と
な
り
、
今
や

金
沢
の
名
士
で
あ
る
。 

売
春
婦
の
過
去
が
明
る
み
に

出
る
こ
と
を
恐
れ
、
佐
知
子
は

次
々
と
殺
人
を
犯
し
て
い
く
。 

禎
子
が
調
べ
る
う
ち
に
、
こ

う
し
た
経
緯
が
浮
か
び
あ
が
る
。 

 
 

 

佐
知
子
は
、
『
砂
の
器
』(

一

九
六
一)

の
作
曲
家
和
賀
英
良
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
青
木
冨

美
子
の
労
作
『
７
３
１
』(

二
〇

〇
五
新
潮
文
庫)

に
よ
れ
ば
、
満

州
で
関
東
軍
の
細
菌
戦
部
隊
を

率
い
た
石
井
四
郎
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
取
り
入
り
戦
犯
を
免
れ
た
。

新
宿
若
松
町
の
自
宅
を
、
米
軍

専
用
の｢

パ
ン
パ
ン
宿
」に
し
て

い
た
こ
と
を
、
複
数
の
地
元
住

民
か
ら
取
材
し
て
い
る
。 

『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
の
原
作
で

は
、
憲
一
は
敗
戦
後
二
年
間
、

中
国
に
抑
留
さ
れ
た
と
あ
る
。 

上
野
駅 

鉄
道
駅
は
、
ほ
と
ん
ど
が
通

過
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
野

駅
は
頭
端
式

と
う
た
ん
し
き

で
あ
る
。
一
九
三

二
年(

満
州
帝
国
建
国)

に
竣
工

し
た
。
頭
端
式
と
言
う
の
は
、

長
崎
駅
や
山
陰
線
京
都
駅
ホ
ー

ム
の
よ
う
に
、
線
路
が
行
き
止

ま
り
に
な
る
。
東
北
本
線
と
常

磐
線
の
、
い
か
に
も
終
着
駅
の

雰
囲
気
が
漂
う
。 

満
鉄
工
事
課
の
太
田
宗
太
郎

が
設
計
し
た
大
連
駅
と
同
じ
く
、

乗
車
降
車
を
一
階
と
二
階
に
分

け
た
構
造
。
盧
溝
橋
事
件
の
一

九
三
七
年
に
大
連
駅
は
開
業
し

て
い
る
。 

こ
の
数
年
で
、
上
野
を
舞
台

に
し
た
小
説
が
二
作
あ
る
。
中

島
京
子
の
『
夢
見
る
帝
国
図
書

館
』(

二
〇
一
九
文
春)

と
柳ユ

ウ

美
里

ミ

リ

の
『
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口
』(

二

〇
一
四
河
出
文
庫)

で
あ
る
。 

前
者
は
、
現
国
会
図
書
館
と

な
っ
た
上
野
公
園
内
の
帝
国
図

書
館
と
戦
災
児
や
男
に
支
配
さ

有田誠(ありたまこと)京丹波町在住の映画愛好家。 

写真は、中国黒龍江省平房の関東軍 731部隊跡。２千体とも言わ

れる生体実験の死体を焼却処分した煙突。2008年筆者撮影。 

『ゼロの焦点』の久我美子(1931～  ) 
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れ
て
き
た
女
の
人
生
を
、
交
互

に
語
っ
た
作
品
。
後
者
は
、
福

島
県
の
浜
通
り(

福
島
第
一
原

発
の
辺
り)
か
ら
、
出
稼
ぎ
で
上

京
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
た

男
の
生
涯
を
た
ど
る
。 

過
去
を
次
々
と
消
し
去
る
上

っ
面
だ
け
で
ペ
ラ
ペ
ラ
の
日
本

で
、
上
野
駅
周
辺
は
今
な
お
、

時
間
が
重
層
的
に

蠢
う
ご
め

い
て
い

る
。 

野
村
芳
太
郎 

清
張
も
の
を
九
本
撮
っ
て
い

る
。 父

は
野
村
芳
亭

ほ
う
て
い

、
松
竹
鎌
田

撮
影
所
の
所
長
を
務
め
た
。
所

内
の
社
宅
に
住
み
、
映
画
の
世

界
で
育
っ
た
。 

祖
父
芳
圀
は
、
京
都
寺
町
三

条
で
芝
居
の
背
景
や
看
板
を
作

り
、
都
を
ど
り
の
背
景
を
独
占

的
に
制
作
し
て
い
た
。
江
戸
の

浮
世
絵
師
歌
川
国
芳
の
流
れ
を

く
む
。
芳
太
郎
の
芳
の
字
の
所

以
で
あ
る
。 

 
大
船
撮
影
所
の
助
監
督
部
に

入
る
が
、
ビ
ル
マ
戦
争
に
補
充

将
校
と
し
て
送
ら
れ
る
。
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
を
奇
跡
的
に
生
き

残
っ
た
。 

 

ど
う
い
う
映
画
を
撮
る
監
督

か
と
問
わ
れ
て
も
、
ジ
ャ
ン
ル

か
ま
わ
ず
、
水
準
以
上
に
仕
上

げ
る
。 

 

七
十
年
代
に
は
『
男
は

つ
ら
い
よ
』
の
添
え
物
で
、

コ
ン
ト
５
５
号
や
ハ
ナ
肇

の
喜
劇
を
こ
な
し
な
が
ら
、

『
砂
の
器
』(

一
九
七
四)

も

撮
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
同
姓
同
名
の
監
督

が
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
「
ボ

ク
の
脳
ミ
ソ
に
は
仕
切
り
が
あ

る
か
ら
」
と
は
本
人
の
言
。 

三
人
の
女
優 

有
馬
稲
子
は
大
阪
池
田
の
生

ま
れ
。
父
が
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で

官
憲
に
追
わ
れ
、
府
内
を
逃
げ

ま
わ
っ
て
い
た
。四
歳
の
と
き
、

祖
母
が
見
か
ね
て
、
朝
鮮
釜
山

の
父
の
実
姉
夫
婦
に
預
け
ら
れ
、

そ
の
ま
ま
養
女
と
な
っ
た
。 

釜
山
高
等
女
学
校
に
入
る
が
、

敗
戦
と
な
る
。
漁
船
で
密
航
し

て
、
日
本
に
引
揚
げ
る
。 

養
母
は
藤
間
流
の
名
取
で
、

か
つ
て
宝
塚
に
所
属
し
て
い
た
。

芸
名
は
有
馬
稲
子
だ
っ
た
。
本

人
は
望
ま
な
い
ま
ま
、
歌
劇
団

の
方
針
で
二
代
目
有
馬
稲
子
と

な
る
。 

な
お
、
と
ら
屋
の
三
代
目
お
い

ち
ゃ
ん
、
下
條
正
己
が
生
ま
れ

も
育
ち
も
釜
山
で
、
鉄
工
所
の

家
業
に
従
事
し
て
い
た
。 

久
我
美
子
は
、
宮
中
で
琴
を

司
る
久
我
家
四
十
二
代
目
当
主

を
父
に
も
つ
。
斜
陽
貴
族
と
し

て
、
就
職
す
る
な
ら
好
き
な
道

を
と
、
映
画
界
に
入
る
。
三
船

敏
郎
は
同
期
。 

 

ゴ
ジ
ラ
を
退
治
す
る
芦
沢
博

士
を
演
じ
た
平
田
昭
彦
が
夫
。

平
田
は
朝
鮮
京
城(

現
ソ
ウ
ル)

の
生
ま
れ
、
東
大
卒
。
五
十
七

歳
で
早
逝
し
た
。 

 

高
千
穂
ひ
づ
る
は
、
神
戸
生

ま
れ
で
、
父
が
プ
ロ
野
球
の
名

審
判
、
二
出
川
延
明
。 

 

国
産
初
の
テ
レ
ビ
映
画
『
月

光
仮
面
』
の
大
瀬
康
一
と
は
夫

婦
で
、
二
人
は
七
十
年
以
降
、

芸
能
プ
ロ
、
ビ
ル
経
営
、
和
風

ら
ー
め
ん
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
実

業
家
に
転
身
し
た
。 

  

最
後
に
、
憲
一
の
死
を
不
審

に
思
い
、
佐
知
子
を
追
い
つ
め

る
兄
役
の
西
村
晃
も
う
ま
す
ぎ

る
。
青
酸
カ
リ
入
り
の
ウ
イ
ス

キ
ー
で
殺
さ
れ
る
場
面
、
火
鉢

の
灰
が
舞
い
上
が
っ
て
悶
絶
死

す
る
。
『
新
仁
義
な
き
戦
い
組

長
の
首
』(

一
九
七
五
深
作
欣
二)

で
は
、山
崎
努
に
射
殺
さ
れ
る
。

床
の
間
で
壁
に
向
か
っ
て

正
座
し
て
息
絶
え
る
の
が
、

何
と
も
滑
稽
で
哀
れ
で
あ

っ
た
。
殺
さ
れ
方
の
う
ま

い
役
者
で
あ
っ
た
。 

野村芳太郎(1919～2005) 

有馬稲子(1932～  ) 

高千穂ひづる(1930～2016) 



 

 

 

 

 

 

豊作は 

編 

集 

後 

記 

  

「 

金
木
犀 ( 

き
ん
も
く
せ
い)

が
香
り
出
し
た
ら
、
松
茸
を
見

に
行
け
」
昔
、
祖
母
か
ら
そ
ん
な

地
域
の
慣
わ
し
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た 

▼
今
年
は
彼
岸
を

過
ぎ
て
も
な
か
な
か
金
木
犀
が

咲
か
な
い
な
ー
。
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
十
月
中
旬
に
な
っ
て

よ
う
や
く
、
そ
の
花
を
咲
か
せ

ま
し
た 

▼
丹
波
は
昔
か
ら
松

茸
の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
も

有
名
で
す
が
、
こ
こ
数
十
年
出

荷
量
が
激
減
し
て
き
て
い
ま
す 

私
が
住
む
区
で
は
そ
の
季
節
に

な
れ
ば
地
域
の
山
を
入
札
に
か

け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年

誰
か
ら
も
入
札
が
入
ら
ず
、
か

つ
て
の
賑
わ
い
は
微
塵
も
あ
り

ま
せ
ん 

▼
私
の
子
供
時
代
は

地
域
の
方
か
ら
小
学
校
に
「 

子

供
た
ち
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
」

と
寄
付
が
あ
り
、
学
校
の
給
食

で
松
茸
ご
飯
が
出
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
都
会
に
住
む
友
人

に
そ
の
話
を
す
る
と
、
「 

こ
れ
ま

で
松
茸
な
ん
か
食
べ
た
こ
と
も

な
い
の
に
、
な
ん
て
贅
沢
な
！
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

傘
が
開
い
た
ら
価
値
が
な

い
か
ら
と
「 

蹴
と
ば
し
て
歩
い

た
」 

そ
ん
な
話
も
よ
く
聞
く
ほ

ど
丹
波
と
い
え
ば
松
茸
で
し
た 

▼
よ
く
「 

香
り
松
茸
、
味
し
め

じ
」と
言
わ
れ
ま
す
。
た
だ
中
国

産
、
韓
国
産
の
松
茸
な
ど
は
香

り
が
薄
い
と
そ
こ
ま
で
の
価
値

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
本
数
十
万

の
値
が
付
く
こ
と
も
あ
る
丹
波

松
茸
、
今
後
口
に
す
る
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
ね
？ 

〈  

編
集
子
〉 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸接骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 

 

（五十音順） 

 

或
る
日
の
私 

天
国
に 

め
さ
れ
し
君
に 

会
い
た
く
て 

夢
に
見
る 

や
さ
し
い
笑
顔 

 

そ
の
ま
ま
に 

さ
び
し
い
と 
云
う
ま
い 

 

私
ふ
る
い
立
つ 

私
に
は 

出
来
な
い
事
の 

 

多
く
な
り 

唯
ひ
た
す
ら
に 

生
き
る
の
み 

何
と
な
く 

倖
せ
の
日
々 

続
く
こ
と 

ま
わ
り
の
支
え 

あ
り
て
こ
そ 

ま
な
う
ら
に 

君
の
ゆ
く
へ
を 

追
う
て
い
る 

私
に
は 

ま
だ
ま
だ
遠
い 

そ
の
道
は
る
か 

佳
織 

←10 月 10 日（火） 

雨上がりの午後、クローバー

事務所の上に二重の虹がか

かっていました。 

 

 

↑デイサービスの利用者が先

に逝かれたご家族のことを思

い、詩を書かれました。    

 パソコン作業になれ、手紙を

書く習慣も減ってきた今日、詩

を読み、筆をとることの大切さ

を感じました。 

 

 


